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令和４年度　全国学力・学習状況調査の報告について

呉市立両城中学校

▲課題

場面の展開や登場人物の心情の変化などについて，描写を基に捉
えたり，場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈
したりする問題の正答率が高い。

根拠を明確にして書くことや表現の技法についての理解，事象や
行為，心情を表す語句について理解に課題がある。

【理科】

【数学】

【国語】

数と式の領域については，概ね定着できている。

箱ひげ図から分布の特徴を読み取ることや筋道を立てて考え，事
柄が成り立つ理由を説明することに課題がある。

「エネルギー」を柱とする領域において，考察の妥当性を高める
ために，測定範囲と刻み幅をどのように調整して測定点を増やす
かを説明する問題の正答率が高い。

「地球」を柱とする領域において，データを用いて推論した考察
の妥当性について，多面的・総合的に検討して改善できるかどう
かを判断することに課題がある。
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